様式第46号
表面
　　　　　　　　年度　保険料に関する申告書
	　　　　　　　　　年　　月　　日提出　市町村長
(〒　　　　　)　住所・氏名
	職業
	　
	住所
	　

	
	屋号
	　
	氏名
	㊞
	生年月日

	
	
	
	
	
	年　　月　　日

	
	電話
	(　　)
	世帯番号
	　
	均等割者

	
	
	
	
	
	個人コード
	主コード

	
	受付日付印
	所得割者
	　
	　
	　

	
	
	特徴
	指定
	個人

	
	
	国保加入
	有
	無
	　
	本人
	老年
	寡婦
	寡夫
	勤学
	未成
	特障
	普障
	均免
	分割

	
	
	
	
	
	
	
	
	一般
	特別
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	A
	B
	J
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	I

	
	
	事由
	　
	徴収期(月)
	　
	更正期(月)
	　
	分割書徴

	
	
	
	
	
	
	
	
	徴収期
	　
	更正期
	　

	
	
	
	　
	　
	
	　
	　
	
	　
	　
	
	　
	　
	
	　
	　

	　
	あなたの申告相談は　　月　　日
	午前
午後


　　
	　　　時頃　場所
	　

	
	
	
	
	　
	申告区分
	


　
	　
	　
	　収入金額
	　必要経費
	
	青色専従者給与額又は事業専従者控除額
	　
	所得金額　(－－)

	一　所得
	営業
	円
	円
	
	　
	　
	円
	
	
	
	　
	　
	円

	
	農業
	　
	　
	
	　
	　
	円
	
	
	
	　
	　
	円

	
	その他の事業
	　
	　
	
	　
	　
	円
	
	
	
	　
	　
	円

	
	不動産
	　
	　
	
	　
	　
	円
	
	
	
	　
	　
	円

	
	利子
	　
	　
	　
	
	
	
	　
	　
	円

	
	配当
	株式等
	　
	　
	　
	
	
	
	　
	　
	円

	
	給与
	　
	専従者給与収入
	
	
	　
	　
	円
	⑦
	　
	　
	　
	円

	
	
	　
	給与・賞与収入
	
	
	　
	　
	円
	
	
	
	
	

	
	雑
	公的年金
	　
	公的年金収入金額そのまま
	
	　
	　
	円
	⑧
	　
	　
	　
	円

	
	
	一般
	
	
	－
	
	　
	　
	円
	
	
	
	
	

	
	総合課税の譲渡
	短期
	
	円
	
	円
	＝－
	
	円
	特別控除額
	円
	＝－
	
	
	　
	　
	円

	
	
	長期
	
	
	＝－
	
	
	
	＝－
	
	
	　
	　
	円

	
	一時
	
	
	＝－
	
	
	＝－
	
	
	　
	　
	円

	
	総合譲渡・一時
	
＋　｛(＋)×｝
	⑨
	
	　
	　
	円




	金額
	合計　(①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧＋⑨)
	⑩
	
	　
	　
	円

	
	
	
	　
	
	
	

	
	山林所得
	
	
	専従者控除額
	
	　
	　
	円
	特別控除額
	
	
	　
	　
	円
	
	
	　
	　
	円

	
	土地等の事業・雑
	
	
	　
	
	
	　
	　
	円
	131
	
	　
	　
	円

	
	分離課税の譲渡
	　
	件数
	収入金額
	必要経費
	差引　(－)
	特別控除額
	所得金額(－)

	
	
	短期一般資産
	
	円
	円
	
	　
	　
	円
	円
	129
	
	　
	　
	円

	
	
	長期一般資産
	特別控除額以下
	
	　
	　
	
	　
	　
	円
	　
	131
	
	　
	　
	円

	
	
	
	特別控除額をこえる
	
	　
	　
	
	　
	　
	円
	　
	131
	
	　
	　
	円

	
	
	長期特定資産(優良住宅等)
	
	　
	　
	
	　
	　
	円
	　
	132
	
	　
	　
	円

	
	
	長期軽課資産(居住用財産)
	
	　
	　
	
	　
	　
	円
	　
	131
	
	　
	　
	円

	
	
	株式等の譲渡
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	円
	
又は×の額→
	111
	
	　
	　
	円

	　
	適用条文
	　
	非課税所得
	
	　
	　
	円
	免税所得
	
	　
	　
	円
	繰越損失額
	130
	
	　
	　
	円

	　
	雑損控除
	損害の原因
	損害年月日
	損害を受けた資産の種類
	　損害金額
	
	保険金などで補てんされる金額
	(⑩＋＋131＋)×10％
	雑損控除額(－－)

	二　所得から差し引かれる金額
	
	　
	・　　・
	　
	円
	円
	円
	⑪
	
	　
	　
	円

	
	医療費控除
	医療をうけた人
	続柄
	　支払った金額
	
	保険金などで補てんされる金額
	(⑩＋＋131＋)×5％
	医療費控除額(－－)

	
	
	　
	　
	円
	円
	円
	⑫
	
	　
	　
	円

	
	社会保険料控除
	社会保険の種類及び支払った保険料
	社会保険の種類
	支払った保険料
	支払保険料合計又は控除額

	
	
	国保
	円
	年金
	円
	　
	円
	⑬
	
	　
	　
	円

	
	小規模企業共済等掛金控除
	支払った第一種共済掛金と心障者扶養共済掛金との合計額とする。
	⑭
	
	　
	　
	円

	
	生命保険料控除
	加入保険会社等
	種類
	支払った保険料
	加入保険会社等
	種類
	支払った保険料
	⑮
	
	　
	　
	円

	
	
	　
	一般・個年
	円
	　
	一般・個年
	円
	
	
	
	
	

	
	個人年金保険料控除
	　
	上のうち個人年金分
	130
	
	　
	　
	円

	
	損害保険料控除
	保険の種類
	長・短
	保険会社名
	　
	支払い保険料
	円
	長期損害保険料の金額
	16A
	
	　
	　
	円
	損害保険料控除額
	⑯
	
	　
	　
	円

	
	寄附金控除
	｛寄附金の額－10万円｝又は｛総所得金額等の合計額×25％－10万円｝いずれかの低い方の額
	寄附金控除額
	132
	
	　
	　
	円

	
	配偶者特別控除
	　
	配偶者の合計所得
	23A
	
	　
	　
	円
	配偶者特別控除額
	
	
	　
	　
	円

	
	定率減税額
	円
	　
	基礎控除額
	　
	　
	　
	　
	円

	
	　
	　
	住宅借入金等特別控除額
	
	
	　
	　
	円
	　
	青申特別控除額
	　
	確定申告の種類
	　
	所得税又は申告納税額

	　
	　
	　
	源泉徴収税額
	
	
	　
	　
	円
	
	
	　
	　
	円
	
	　　　　青(1)
	
	
	　
	　
	円




	　
	No
	氏名
	続柄
	生年月日
	所得区分
	所得金額又は給与収入金額
	　個人コード
	控対配
	扶養控除
	障害
	専従者控除

	三　家族欄
(国保被保険者は№に○を記入)
	
	
	
	
	
	
	
	
	年少
	一般
	特定
	老
	同老
	特
	特同
	普
	配
	他
	控除額

	
	1
	㊞
	　
	　
	　
	円
	　
	A
	L
	B
	K
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	J
	円

	
	2
	㊞
	　
	　
	　
	　
	　
	A
	L
	B
	K
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	J
	　

	
	3
	㊞
	　
	　
	　
	　
	　
	A
	L
	B
	K
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	J
	　

	
	4
	㊞
	　
	　
	　
	　
	　
	A
	L
	B
	K
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	J
	　

	
	5
	㊞
	　
	　
	　
	　
	　
	A
	L
	B
	K
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	J
	　

	
	6
	㊞
	　
	　
	　
	　
	　
	A
	L
	B
	K
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	J
	　

	
	7
	㊞
	　
	　
	　
	　
	　
	A
	L
	B
	K
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	J
	　

	　
	8
	㊞
	　
	　
	　
	　
	　
	A
	L
	B
	K
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	J
	　

	　
	※続柄は、世帯主との関係で打ち出されていますのでご了承ください。
	　　ここからは記入しないで下さい。

	　
	控除額合計
	円




裏面
◎　　　　年中に所得のなかった人は、次に記入してください。
(この欄は、非課税証明・国民健康保険・国民年金の資格審査等の資料となります。)
	つぎの該当する数字を○で囲み、その内容について記入してください。

	1．下記の人から扶養又は援助を受けていた。
　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　続柄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　続柄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	学生の場合(平成12年1月1日現在で記入してください。)
　　　　　　　　　大学　　　　　　　　学部
　　　　　　　　　学校　　　　　　　　学科　　　　　　　　　　科
　　　　　　　　　年在学・学籍番号　　　　　　　　　　　　　　　

	2．雇用保険(失業保険)労災保険等の給付を受けていた。
　　　　　　(保険の種類)　　　(受給期間)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受給額)
　　 　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日から　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
3．遺族年金・傷病恩給(扶助料)等を受けていた。
　　　　　　(年金又は恩給名)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(年間受給額)
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
4．生活保護法による生活扶助を受けていた。
　　　　　　(受給番号)　　　　　　　　　　　　　　　(受給期間)
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日から　　　　　　　年　　月　　日
5．その他(上記1～4に該当しない人は昨年の生活状況をくわしく記入してください。)
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



◎　次の所得のある人は、申告の際下記に記入してください。
1．日雇労務で所得金額を証明する書類のない人は、この欄に記入してください。
	　
	該当するものを○で囲んでください。大工、左官、土工、鳶、塗装、電工、その他(　　　　　　　　　　　　　)

	
	勤め先の住所・氏名　　　　　　　　1日平均賃金　　　　 月平均稼働日数　　　月数　　　　年間収入額
(　　　　　　　　　　　　　　　　)(　　　　　　　　円)×(　　　　　　日)×(　　　　)＝(　　　　　　　　円)


　
	　
	2．営業所得のある人……販売業、製造業、修理業、料理飲食業、建設業、サービス業などから生ずる所得のある人
	↑記入例
	3．不動産所得のある人……土地や家屋の貸付による地代、家賃及び権利金などの所得のある人

	
	平成10年から繰越した商品原価
	　　　 円
	必要経費
	
	土地又は家屋の所在地
	借受人氏名
	種類
	宅地の区分
	月額
	月数
	年額
	権利金等

	
	区別
月別
	売上(収入金額)
	仕入金額
	種別
	金額
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	本町一丁目1
	甲野太郎
	店舗
	自地
	円
15,000
	円
12
	円
180,000
	円

	
	11年1月
	円
	円
	租税公課
	円
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	借地
	
	
	
	

	
	2
	　
	　
	荷造運賃
	　
	
	　
	　
	　
	自地
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	借地
	
	
	
	

	
	3
	　
	　
	水道光熱費
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	　
	　
	　
	自地
	　
	　
	　
	　

	
	4
	　
	　
	旅費・通信費
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	借地
	
	
	
	

	
	5
	　
	　
	広告宣伝費
	　
	
	　
	　
	　
	自地
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	借地
	
	
	
	

	
	6
	　
	　
	修繕費
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	　
	　
	　
	自地
	　
	　
	　
	　

	
	7
	　
	　
	雇人費
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	借地
	
	
	
	

	
	8
	　
	　
	地代家賃
	　
	
	　
	　
	　
	自地
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	借地
	
	
	
	

	
	9
	　
	　
	利子
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	　
	　
	　
	自地
	　
	　
	　
	　

	
	10
	　
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	借地
	
	
	
	

	　
	11
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	自地
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	借地
	
	
	
	

	
	12
	　
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	※注　不動産の所在地が他の市町村にある場合も書いてください。
4．配当所得のある人

	
	計
	
	
	　
	　
	
	

	
	平成12年に繰越す商品原価
	
	計
	
	
	

	
	参考事項
	　　　主な仕入先　　　　　　 主な販売先
	
	支払者
	株数
	配当金額
	源泉選択
	支払者
	株数
	配当金額
	源泉選択

	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	営業従事者
自家　　　　人
使用人　　　人
	
	　
	株
	円
	　
	　
	株
	円
	　

	
	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


　
	所得計算…売上(収入)金額－(
	10年から繰越した商品原価
	＋仕入金額－
	12年に繰越す商品原価
	)－
	その他の経費
	＝
	所得金額
(専従者控除前)
	※注　源泉分離課税の選択をした場合は○を付してください。


◎変動所得・臨時所得がある人は記入してください。
	　
	種目
	収入金額
	必要経費
	青色申告控除額
	所得金額－－
	　
	◎給与所得者の給与以外の所得に係る市町村民税・県民税の納付方法の選択

	所得のうち変動所得・臨時所得の金額
	変動
	漁業・のり・はまち・かき・うなぎ・ほたて貝・真珠・真珠貝・印税・原稿料・作曲料
	　
	円
	円
	円
	
	円
	
	

	
	臨時
	権利金
契約金
補償金
	　
	　
	　
	　
	
	　
	
	

	平均課税対象金額
	の金額
　　　円
	－
	(9年分の変動所得)
　　　　　　　 円
	＋
	(10年分の変動所得)
　　　　　　　　円
	
×   ＋
	の金額
　　　円
	＝
	
	　
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	特別徴収
	給与から差し引くことを希望する。

	◎事業税に関する事項
	
	
	

	
	
	普通徴収
	自分で納付することを希望する。

	事業税の非課税所得
	円
	旧非課税所得
	円
	事業用資産の譲渡損失など
	資産の種類
	損失額・被災損失額(白)
円
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	　

	11年開廃業月日
	月　日開・廃
	事業所得所在地
	　
	海外市場開拓準備金など
	取崩し
	
	

	
	
	
	
	
	積立てなど
	
	




image1.wmf
2

1


oleObject1.bin

oleObject2.bin

oleObject3.bin

